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1.　は　じ　め　に

　IAEG Bulletin（ 正 式 名 称：Bulletin of Engineering 
Geology and the Environment）は，応用地質分野の国際
誌であり,IAEGに所属する59 ヶ国の研究者・技術者に講読
されている．また，IAEG Bulletinのインパクトファクター
は上昇している傾向にあり，雑誌への注目度は年々増加し
ている．そのため，IAEG Bulletinに論文が掲載されれば，
国内だけでなく世界の研究者・技術者の目に触れる機会が
大きく増える．そして，最新の研究動向に基づく有益な意
見を得ることや同じテーマに興味がある仲間を世界中につ
くることができるようになるだろう．
　日本は世界の中でも活動的な変動帯に位置している．日
本で起こる地質現象・災害やそれらへの応用地質学的な対
応は，国際的にも貴重な知見であると考えられる．ただし，
IAEG Bulletinには，これまでに日本の研究者・技術者の
方々が執筆した論文が残念ながら極めて少ない．今後，研
究成果を公表する場として，IAEG Bulletinを活用されて
はいかがだろうか．ここでは，IAEG Bulletinに論文の投
稿を検討される方々の参考として，近年のIAEG Bulletin
から日本で頻発する地震に関連した「地震に伴う斜面変動
の危険度」をテーマとした論文を紹介するとともに，国内
誌に掲載されている同様のテーマの論文と論旨を比較して
みたい．

2.　IAEG Bulletinおよび国内誌に掲載された「地震
に伴う斜面変動の危険度」をテーマとした論文

　IAEG Bulletinに掲載された「地震に伴う斜面変動の危
険度」をテーマとした論文としては，イラン（Razifard et 
al.1）），エジプト（Abuzied and Alrefaee2）），中国（Chen 
et al.3））などにおける事例がある．
　Razifard et al.1）は，2012年にイラン北西部で発生した
Ahar-Varzeghan地震に伴う大規模な地すべり災害をうけ
て，土砂災害ハザードマップを作成するために，地理情報
システムを用いた多基準意思決定分析モデルによる被災地

の地すべりの発生し易さを評価した．多基準意思決定分析
への入力パラメータは，地盤強度，斜面勾配，正規化湿潤
指数，正規化植生指数，揺れの強さなどを選択した．現地
調査で確認した地震に伴い発生した地すべりの分布と多基
準意思決定分析で求められた地すべりの発生し易さとは十
分な整合性があるとしている．
　Abuzied and Alrefaee2）は，エジプトの地震の発生する
山岳地帯にあたる一つの地域を対象に，リスク管理や開発
計画に資するため，地すべりの発生し易さの空間的な予測
をリモートセンシングや地理情報システム用いた統合的な
アプローチから試みた．対象地域における地すべりの発生
し易さの要因として，断層までの距離，震源までの距離，
地震発生密度，斜面勾配，岩相，Stream Power Index，
地磁気の傾斜微分，流路までの距離，地形湿潤指数などを
抽出し，これらの空間データを組み合わせた地すべり発生
の予測モデル・マップを作成した．作成したマップの検証
は，現地調査および衛星画像から抽出した地すべり位置と
の比較で行われた．
　Chen et al.3）は，2014年に中国雲南省で魯甸地震を対象
に，斜面の地震時の安定性の指標としてニューマーク法で
求めた臨界加速度と地震時に計測された最大加速度とを比
較することで，地震に伴う地すべりの危険度を評価した．
対象地域は地すべりの危険度が 5 つに分類され，危険度が
高いと評価された地域は実際に地震によって誘発された地
すべりの分布とよく一致したとしている．
　同様のテーマの論文は，国内誌にも掲載されている．地
形・地質・地震動の空間的な情報から斜面崩壊の発生危険
度を統計的に推定した研究としては，内田ほか4）や酒井ほ
か5）が挙げられる．内田ほか4）は，1995年兵庫県南部地震
による斜面崩壊分布を対象に，斜面勾配，平均曲率，最大
加速度を説明変数とした判別分析から，斜面崩壊の発生危
険度の簡易的な評価モデルを提示し，正誤率などからその
評価モデルの有効性を示した．また，酒井ほか5）は，斜面
勾配と最大加速度を説明変数としたロジスティック回帰分
析を実施して実崩壊状況と比較した．これらの研究では，
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提案する評価モデルの有効性について,実際の地震に伴い
発生した地すべりや斜面崩壊の分布など，実現象との比較
から検証された．内田ほか4）が提示した評価モデルについ
ては，小山内ほか6）によって2004年新潟県中越地震に伴う
崩壊分布の評価に適用され，条件の異なる地震に対しても
その有効性が追認されている．
　物理モデルを仮定した数値解析による斜面崩壊危険度に
関する研究事例も国内誌に掲載されている．たとえば，篠
田ほか7）は，2004年新潟県中越地震で発生した斜面崩壊を
対象に，簡易な斜面モデルを仮定し，アメリカで作成され
たニューマーク法の回帰式を用いた簡便法8）とニューマー
ク法を直接用いた詳細法の二つの方法とで求めた地震時残
留変位量に基づく斜面崩壊危険度図を作成し，それぞれの
適用性を検討した．斜面崩壊危険度は災害状況図との比較
から推定された．簡便法の地震時残留変位量は斜面崩壊危
険度を過小に評価する結果となり，簡便法の適用性につい
て言及した．

3.　お　わ　り　に

　日本においては，2016年熊本地震や2018年北海道胆振東
部地震など，近年でも大規模な地震とそれに伴う災害が頻
発している．ここで紹介した「地震時の斜面変動の危険度」
のように，検証対象が豊富な日本における研究事例は，国
際的に貴重な知見であり，IAEG Bulletinなど海外へも積
極的に情報配信すべきであると考える．また，IAEG 
Bulletinに掲載されている論文と国内誌に掲載されている
論文の論旨に，大きな違いがあるようには思えない．
IAEG BulletinのAimとScopeを踏まえて論文を執筆すれば，
日本における研究事例は必ず掲載されるものと思われる．
今後，多くの研究者・技術者の方々が，IAEG Bulletinに
論文を投稿されるようになることを期待している．
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国際委員会からのお知らせ
　IAEG Bulletinは，国際会員になれば購読することができます

（年会費：4,500円）．
国際会員の入会案内
　https://jseg.or.jp/02-committee/international.html
　なお，IAEG BulletinのAbstractは，下記URLよりどなたでも
閲覧できます．
IAEG Bulletin Abstract閲覧
　https://www.springer.com/journal/10064
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